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P − 273　　 精子抗原 rSMP
．−B の 精子 不 動化抗体

対応抗原 と して の 可能性 の 検討

P − 274　　 ヒ ト卵透明帯糖蛋白ZP 　2 の ペ プチ ド

骨格 と先体反応精子 との 結合 に 関す る 研究
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【目的］Koide らが同定 した精 子 抗原（rSMP
−B）に対

する抗体は ヒ ト精子の ハ ム スタ
ー・テス トを阻害 し、

受 動免疫 に よ りマ ウス を 不 妊 とす る。さ らに 我 々 は、

同抗原の 親水性部分を合成 し たペ プチ ド（rSMP230 ）

が能動免疫 に よ りラ ッ トに 不 妊を引き起 こす こ と を

明 らか に した Q 本研 究 で は、rSMP −B抗 原 が 不妊患

者血 中に 見出される精子不動化抗体 の 対応抗原 で あ

る 可能性を検討 し た。　〔方法］ 1）合成 ペ プチ ドを

固相 と して 、抗精子抗体陽性血 清 の 精子 抗原ペ プチ

ドに対す る抗体活性をELISA 法に て 測定 した。2）

BSA を キ ャ リ アー
蛋 白 と し て 舎成ペ プチ ドに対す る

家兎抗体を作製 した。3）精子不動 化試験 お よ び ヒ

ト卵透明帯を用 い た透明帯貫通試験に より同抗体の

ヒ ト精子 へ の 作用 を 検討 した。ヒ ト卵透明帯 は 体外

受精による 未受精卵を患者 の 同意を得た上で 高濃度

塩溶液 に 保存 したもの を用 い た。　 〔結果】 1）精子

不 動化抗体陽性血清 の 抗 rSMP230 抗体活 性（0，7止

O．4，n ＝79）は陰性血清（0．4 ± O．2，　r72 ）に 比 し有意

（p 〈0、01）に 高値を示 し た。またその 抗体価は、

rSMP −B 由来 の 別 の合成ペ プチ ドrSMP229 に対 す る

抗体活性 と有意 の 相関 を示 した （r
＝0、7，p 〈 D、OOI）。2）

抗rSMp230 および229抗体は補体存在下 で ヒ ト精子

を完全 に 不動 化 した 。3）透 明帯貫通 試 験 にお い て 、

対照とした正常家兎血清および抗BSA 抗体 で 精子を

処理 した 場合は多数の 貫通精子が 認 め られ た の に対

し、抗 rSMP230 および229 抗体処理 に より完全 に 抑

制さ れ た （p〈0．05）。さ らに rSMP230 （100μM ）に よ

る 吸収 試験に よ り、抗rSMP230 抗体 の 貫通抑制作用

の 回 復 が 認 め られ た．〔結 論 】合 成 ペ プチ ドrSMP230

お よ び229の 親抗原 で ± るrSMP −．Bは精子 不動化抗

体 の 対 応 抗 原 で あ る 可 能 性 が 示 唆 され た。

［目的］哺乳動物に お け る卵透明帯は種属間で よ

く保存され たZP1 ，ZP2 ，ZP3 の 3 種の 糖蛋自よ り構成

され る。ZP3は、精子 に種特異的 に結合 し先体反応

を誘起 し、ZP2 は 先 体反応精子 の 透明帯へ の 結合 に

関与す る とされて い る。こ れ らの 反応 に は、主 に

糖鎖が 関与する と報告され て きた が 、 今回 、 我々

は ヒ トZP2の 合成蛋白を大腸菌で 作成 し、その ペ プ

チ ド骨格の 先体反応精子 へ の 結合の 有無を検討 し

た 。　［方法］ ヒ トZP2の N 末206ア ミ ノ 酸に 対応する

cDNA を発現ベ ク タ
ー
pET21bに挿入 し、こ れ を大腸

繭に遺伝子導人 して合成蛋白（rhZP2 ）の作成 を試み

た c，A23187 に よ り先体反応 を 誘起 した精子 と】
・11ZP2

を 2 時間 培養後、先体反応精子 に 結合 した rhZP2 の

局在を、ヒ トZP2 を認識する モ ノ ク ロ ーナ ル抗体

（MabsH4）及び ロ ーダ ミ ン 標識抗マ ウ ス IgG抗体 に

て 検出 した ． 先体反応の 有無は FITC 標識PSA に て

検出 した。　［成績］rhZP2 は leOmlの LB培養液から

約 8mg精製され 、　 Western　blot法に よ り推定さ れ る

28Kの 分チ量 に MabsH4 と の 反応 が 確認され た、、

rhZP2 はA23187 未処理 の 精子に は結合せず、　 A23．　i　87

処理後、先体反応を起 し た 精子 に の み 結合 した 。

rhZP2 の 局在 は 先体から中片部 に か けて 認 め ら れ た。

［結論ユ1）ヒ トZP2 合成蛋 白の作成 に初 め て 成功 し

た 。2）ヒ トZP2 はペ プ チ ド部分 に お い て 精子 と結合

する こ とを示した 。 3）ヒ トZP2 の 精子側 リ ガ ン ドは、

先体反応後に 中片部に 局在す るこ とを示 した 。 現

在、対応する精子側蛋 白の解析を進 め て い る。
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